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染色体を、切る、減らす、眠らせる 

－iPS細胞とゲノム編集による‘古い’ダウン症候群への‘新しい’ 切り口－ 

CAMD セミナー 
(Center for Development of Advanced Medicine for Dementia) 

北畠先生は平成７年に大阪大学をご卒業後、小児科での研修を経て京大の中西重忠先

生のもとで大学院生をされています。米国留学後、阪大小児科にもどられ臨床をしな

がら「さきがけ」研究員や Trisomy 21 Research Society scientific program committee をさ

れてご活躍中です。 

「新生児医療とダウン症児のフォローアップ」を臨床でしながら、「iPS 細胞を用いた

ダウン症候群の病態解明と創薬開発」をされています。 

皆様のご参集をよろしくお願いします。 


